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   Experimental damage was produced in the kidney of rabbit by mercury chloride, 

ischemia and experimental hydronephrosis and the tissue of kidney was studied by means 

of histochemical techniques for various enzymatic activities such as acid and alkaline 

phosphatases, phosphorylase,  $-glucuronidase and succinic-dehydrogenase. Biochemical de-
terminations for glycogen and phosphorylase were carried out simultaneously. 

   The results obtained were of interests on the relation between the histochemical stain-

ing reactions and the functional pathology. In the ischemic and toxic kidneys, the staining 

reactions indicated evidences of regeneration of the necrotoxic tubules. In the experimental 

hydronephrosis, however, functional impairments were straight progressive, although some 

of enzymatic activities were found to remain in some of tubullar cells even in the period 

of 30 days observation.

は じ め に

高松1)Gomori2)に よつて始められた酵素の

組織化学的研究は,そ の後種々の新しい方法

手技が考案 されて,近 年 目覚ましい発展をとげ

た.生 体に於ける物質代謝の研究の一端 として

形態学的な場の裏付けだけでなく,或 程度量的

な点も明らかにすることが出来 るのでこの方面

に果たして来た役割は大変大きい.通 常の染色

では見 られない化学的組成や酵素活性をとらえ

ることは臓器の細胞生理や病理の研究には最早

や欠くことの出来ない方法で,泌 尿器科領域に

於いても,腎,前 立腺及び睾丸等に於て多数の

研究が行われてお り,殊 に複雑な生理機構を有

する腎に於ては実験的腎障害等に於て種々の研

究が行われて来た.し か し酵素の組織化学的証

明法 とは云 うものの,そ の反応物質 結合物質

をそのまま,とらえて 代謝過程を 見る のではな

く,酵 素の特異な作用を うまく利用 して一定の

条件下で変化 した物質を鏡下に見ているわけで

あるか ら組織化学的反応の程度で,実 際の物質

代謝の状態を詳細に知るとい うわけにはいかな

い 又局在性についても異つた方法によると違

つた局在性を示すということもあり,同 じ時期

の同じ組織に於いても細胞群によつて反応が異

るということもある.従 つて生化学的な研究法

ばかりでなく.組 織化学的,細 胞化学的或は電

子顕微鏡による微細構造の研究等が共に進めら

れてはじめて生物の有機的な代謝乃至諸臓器の

多方面に亘る生理的意義を明かにすることが出

来るものと思 う.そ れ故 ここではまつ所謂昇禾

腎,阻 血腎及び実験的水腎について,主 として

組織化学的にその病態生理を追求 しようとした

が,一 部では生化学的な測定によつて量的な側

面を観察 した.



実験材料と方法
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第1表 組織化学的染色法
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動物はすべて体重2.5kg前 後の白色雄性家兎を用

いた.

1)昇 未腎 体重1kg当 り1%昇 禾水0.15ccを 耳

静脈より注射.1～14日 後,空 気栓塞によつて動物を

殺 し,材 料を採取した.

2)阻 血腎 脊部正中切開後,両 側淵脊筋縁より鈍

的に剥離して両側腎に達し,右 側の腎動静脈を輪ゴム

で結紮し,1～2時 間後これを開放して,他 側腎を摘

除し,術 直後より16日 後迄の腎を材料 とした.数 例で

は絹糸をかけて腎動静脈を引挙げ血管を屈曲させて目

的を達し,・又数例では 動静脈を分離 して夫々結紮し

た.

3)実 験的水腎 下腹部正中切開により右側尿管を

露出,膀 胱 より2～3cmの 所で結紮,1～30日 後の

腎について検索した.
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AlkaliPhosphatase清 水 ・有 薗 法3)

AcidPhosphatase同 上

Phosphorylase武 内 ・栗 秋 法4)

β一GlucuronidaseBurton-Pearse法5)

SuccinicDehydrogenase

Nachlas-Seligman法6)

PASMcManusHotchkiss変 法7)

Metachromasia(Toluidineblue)

大 野 法8)

CaVonKossa法

脂 肪Sudan皿

生化学的定量法

組織化学的染色法 と定量法

用いた方法を第1表 に一括表示 した。

これ等の方法はすでに成書に記載のあるもので概ね

その原法に従つたが,一 部に変法を 用いたものもあ

る.

実 験 結 果

1.Giycogen

2.Phosphorylase

Dubois法9)

Sutherland武 内 法tD)

家兎正常腎の組織化学

家兎正常腎の各部に於ける酵素の組織化学的所見を

総括すると第2表 の様である.

1)Alkalinephosphatase(al-ph)近 位尿細管

に最 も強 く染まる.殊 に尿細管上皮の刷子縁に著明に

見られるが,胞 体内にも反応が見られる.核 は刷子縁

に次いでよく染つているが殊に核膜に強い.腎 小体は

染色しないのが 普通の様で,一 部に 僅かに反応を示

す これは核が反応を示 しているのが多い.ヘ ソレー

第2表(ユ) 家兎正常腎に於ける酵素分布

G1 PCIPCIIDes AscDCCTICTII

a1-ph 士 冊 帯 一 一 一 一 一

ac-ph 昔 昔 什 ± 十 十 十 十

phosphorylase
一 一 一 一 一 一 一 朴

β一G ± 昔 粁 一 升 十 ± ±

SDH 一 粁 昔 一 粁 十 十 一

幽

第2表(2) (Wachstein,M,)

Esterase 十 昔

・G-6-Phosphatase 一 帯

5-Nucleotidase 一 十

DPN-diaphorase ± 朴

TPN-diaphorase 十 昔
■

十

十

十

十

G1:糸 球 体,PC:近 位 尿 細 管,Des:ヘ ソ レー係 蹄 下行 脚,DC:遠 位 尿 細 管,

CT:髄 質 内 帯 の 集合 管

十

十

1 十

±

十

柵

十
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係蹄や遠位尿細管は概ね反応しないが核が僅かに反応

している処もある,乳 頭管上皮は弱く反応 し殊に核で

は陽性である。近位曲尿細管上皮の陽性反応は未固定

の凍結切片を用いると刷子縁での撰択的な局在性が見

られなくな り,細 胞全体に 禰漫性の染色が 認められ

る.

2)Acidphosphatase(ac-ph)a1-phと 異る点

は糸球体にもかなりよく反応を示す点で,尿 細管上皮

は刷子縁の外細胞上部によく染まり,核 は勿論核周辺

部か ら細胞下部迄よく染まるものが多い.こ の様な所

見はヘソレー係蹄上行脚や遠位尿細管,更 に集合管,

乳頭管にも及び,腎 孟粘膜上皮や血管にも広 く分布し

ている.し かし核の陽性はPaladeii)に よると酵素活

性を意味するものかどうか疑わしく,pH6～6.5で は

核の反応はおこらないし,近 頃発展したどのAzo色

素染色法においても陽性反応は見られていないが,こ

の点に関しては最近の電顕所見に於てようやくその局

在性や作用が明かになつて来ている!2)13)14}

3)Phosphoryiaseこ の酵素がGlycogen合 成 の

最終段階を可逆的に触媒すると考えられたのは最近迄

のことで,武 内 ・栗秋法による証明がinvivOに 於

けるGlycogen合 成過程の一部であるかどうかには疑

澗がある.腎 を用いたinvitroの 実験はMarschis)

に より行われ,凍 結切片ではGoldberg等16)に よつて

もGIPを 基質として行われている.切 片の中に合成

されたと考えられる多糖類のヨードによる反応は興味

深いもので,家 兎腎においては集合管,乳 頭管上皮に

中等度の陽性を示す(第1図)武 内17)等に よると青

色～帯紫青色の中等度乃至弱陽性は新たに合成された

アミロース型又はアミロペクチソ型の多糖類で,こ れ

等が赤褐色～赤紫色の枝分れのやや多いグ リコーゲン

型になるかどうかは尚検討を要するものと思われる.

4)β 一Glucuronidase(β 一G)Burton-Pearseの 方

法を改変して,フ ォルマ リン固定を行わず,凍 結切片

を用い,8-Hydroxy-quinolyl-glucuronideを 基質と

した.

正常家兎腎では近位曲尿細管上皮とヘソレー係蹄の

上行脚に最も強 く染色する.糸 球体では殆んど反応が

なく間質にも強い 反応は 見られない 核は反応しな

い.

5)Succinicdehydrogenase(SDH)ヘ ソレー係

蹄上行脚から遠位尿細管上皮に最も強く反応 し,近 位

曲尿細管,集 合管もかなり反応している。ピソクは活

性のやや低い部分でブルーは完全な還元を衷わすもの

とされているが近位尿細管には青く強 く染まる部分と

遠位尿細管との区別が困難な部分とがある,髄 質の内

帯では殆んど活性は見られず,ヘ ソレー係蹄下行脚も

反応がない様である.

6)PASそ の他 糸球体の係蹄壁・ ボーマソ嚢・

及び毛細血管結合織に陽性で,尿 細管基底膜にも染色

する.時 に近位尿細管上皮の遊離縁に微細穎粒状乃至

ビマン性斑として陽性のこともある.ト ルイヂソプル

_のMetachromasieは 認められない.脂 肪染色や

Ca反 応 も正常の場合多くは認められない.

昇莱腎に於ける組織化学的変化

腎毒は血管を通じてNephronに 来 ・その主な吸収

の場所が近位曲尿細管である.そ れ故この部にまつ障

害の生ずることは当然であるが後には壊死に陥つた上

皮の基底部に再生が現われ始める.再 生上皮はal-ph

の活性が低いとされている.

1)al-ph近 位 尿細管を はじめとして,早 期より

尿細管に於ける活性低下を示して来る.組 織学的変化

の最も著明なものは近位曲尿細管上皮の壊死,石 灰沈

着及び再生であつて,核 消失,上 皮の尿細管腔への剥

離 ・脱落がおこり,こ の際間質は浮腫状で緩々好中球

の浸潤,集 合管の拡張がある.a1-phで み るとcast

は5日 前後迄は強陽性を示し,尿 細管か ら集合管に多

量につまつている状態がみられる.糸 球体の変化は軽

度であり,こ の様な変化は7日 ～10日 頃 より恢復に向

い,14日 では殆んど正常の反応を示すものが多い(第

2図)

2)ac-phal-ph同 様 近位曲尿細管の活性低下が

見 られるが,castは か なり濃染している.又 ヘソレ

ー係蹄上行脚に活性の低下が余 り著明でないことは水

銀利尿が近位曲尿細管の作用であるとい うことの裏付

けとなるかも知れない.7日 になると修復過程に入る

ので活性の恢復した処が見られる.以 上はal-phと 同

様の経過であるがac-phに 於ては 糸球体がかな りよ

く反応していて,こ れの変化は著明な活性の低下を示

さない(第3図)

3)Phosphorylase乳 頭部の集合管上皮にのみ陽

性のこの反応は注射24時 間後では殆んど活性の低下を

示 さなかった,同 時に行つた後述の生化学的定量法で

は髄質に於てGlycogenの 低下に先立つて明らに減少

しているが,組 織化学的にこれを証明することは2日

～6日 後のものでも困難である(第4図)

4)β 一G近 位尿細管のnecroticce11で は反応は

かなり低下しているものが多 く,一 方では殆んど正常

の反応を示す群もある.こ の様な変化は2日 ～7日 の

ものでほぼ同様であり,そ れ以後のものでも活性の恢

復は薯明でないものが多いから・再生細胞の活性は余

り強 くないと思われる(第5図)
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5)SDH青 色 とピソク色の美麗な正常腎に比し,

2日 ～5日 ものでは青色の反応がかなり不規則になっ

て,殊 にヘンレー上行脚の染色がまちまちで うす く,

時にはピンク色に又はとぎれて染つて来る.7日 を過

ぎても尚この傾向の著しいものがあつて今迄に述べた

酵素とは異 りやや恢復が遅い様でmitochondriaの 再

生 と関係している様に見える(第6図)

阻血腎における組織化学的変化

外傷シ・ツクの腎不全発生に最も重要な因子はひと

つは腎臓からの色素排泄で他はショックとい う生理変

化である.Cournand一 派18)はシ ・ックでは腎阻血が

早期に現われることを確めた.そ して無酸素症 ・脂肪

変性,ヘ モグ冒ビソ ミオグロピソの遠位尿細管への沈

着や尿細管の変性が考究されて来たのであるが,こ れ

等色素の腎に対する影響や排泄の機構はまだ明かにな

つたわけではない.こ れ等のcastはal-ph,ac-ph

及びPASが 強陽性である.

1)a1-ph近 位尿細管に於て急速に酵素活性の低

下が現われ,ヘ ンレー 上行脚を 中心として遠位尿細

管,集 合管に至る管腔内にかなり高い活性を 有する

castが 脱落する.こ れは阻血直後のものより,24時

間後の所見に著明で,4日 ～6日 後になるとやや尿細

管上皮に再生恢復の徴候が現われ始める.14日 後では

殆んど恢復している(第9図)

2)ac-ph10分 後及び2日 ～5日 後のものでal-ph

同様近位並びに遠位曲尿細管上皮の著明な活性低下が

認められる.図 の様に6日 後の変化では糸球体 ・遠位

尿細管及び集合管に著しい活性低下を認めるが,こ れ

も9日 ～10目 頃 より恢復に向うものが多い(第10図).

3)Phosphorylase集 合管乳頭管に於ける活性の

低下は10分 後及び4日 ～7日 後のもので も余 り著明で

はない.し かし図の様に染 り方がやや不規則で活性が

低下していると思えるものもある.昇 禾腎と同様定量

実験では2日 ～6日 後 のものに かな り活性の減少が

ある(第11図)

4)β 一G1日 ～3日 後のものでは近位尿細管及び

ヘソレー係蹄上行脚の活性の低 下 が認 め られ る.

Prussianblue穎 粒 が少 くなつた り,そ の染色の度合

がまちまちになつたりする部分が多くなる(第12図).

5)SDH阻 血後10分 の ものでは全体にかな り著明

な活性の低下が認められ,殊 に近位尿細管 とヘンレー

係蹄上行脚に於て著明である.24時 間のものもほぼ同

様であるが●4日 ～7日 後のものではかな り恢復して

いるものがある.

一般に阻血腎における組織学的変化は昇釆腎のそれ

に似ている.近 位尿細管が早期に変性壊死に陥 り,遠
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位尿細管,集 合管に硝子様円柱が 充満して,こ れが

PASやa1-phに よ く反応 し,SDHと β一Gは 陰性で

あるが1部 にCa反 応陽性で時にMetachromasia

が陽性のこともあり脂肪反応の出ることもある.Ca

反応は2時 間阻血の方が1時 間阻血のものより明かに

多い.Ca反 応ははじめ近位尿細管の基底膜附近に出

現し,次 いで 尿細管 上皮の刷子縁に反応 し,終 りに

Kossa陽 性castと なるものの様である(第13図).

PASで は阻血終了後10分 と24時間 のもので近位尿細

管の上皮縁に陽性物質が認められるものが出現し.更

に小塊となつて浮游しているものも出て来る.基 底膜

の変化は著明でないものが多いが,殆 んど染つていな

いものもある.糸 球体と血管壁では殆んど変化がない

(第14図)

実験的水腎症に於ける組織化学的変化

家兎の尿管下部の結紮は尿管の急速な完全な閉塞で

あるが,腎 孟の拡大は日と共に著しくなる.腎 錐体に

ついで腎皮質も圧迫萎縮に陥るが,そ の組織学的変化

は糸球体よりも速かに尿細管が高度の障害を受ける.

1)al-ph近 位尿細管上皮の刷子縁に強 く反応し

ているこの酵素の活性がまつその部分でまだらに染ま

る様になり,そ の他の部分でも全体に酵素活性が落ち

て来る.30日 後では全体に皮質髄質の構造が乱れて殆

んど活性は認められないが,そ れでも尿細管上皮や髄

質の一部に部分的に活性を残しているものがある(第

15図)

2)ac-phほ ぼa1-phと 同様であるが,拡 張した集

合管をはじめとして遠位並に近位尿細管の不規則な活

性低下が認められる様にな り,殊 に刷子縁での活性が

不規則 となつて来る.30日 後のものでは一部に尿細管

上皮の陽性を認める外殆んど染つていない(第16図).

3)Phosphorylase水 腎3日 目ですでに拡張した

集合管の活性はまばらになり,水 腎の進行 と共に髄質

の破壊が著しく次第に活性が低下消失してゆく(第17

図)

4)β 一G拡 張した尿細管 ・集合管に よつて圧迫さ

れ萎縮に陥つた上皮の活性は不規則にな り全体として

次第に直線的に低下してゆくが,16日,30日 後のもの

でも近位並に遠位尿細管上皮では各所に活性を残して

いる.拡 張した集合管壁にも残つている ものがある

(第18図)

5)SDH2日 ～5日 後のものでは尚活性の低下は

著しくないが,髄 質をはじめとして集合管や尿細管の

荒廃と共に次第に活性の低下が進み,30日 後のもので

はヘソレー係蹄上行脚や近位曲尿細管上に極くまぼら

に活性を残すのみとなる(第19図)



18 雑賀一正常腎並に実験的障害腎の組織化学

6)PASで み ると陽性物質が集合管に現われる場

合もあるが,基 底膜のPAS陽 性は5日 後のものです

でに消失しているものが多い(第20図).vonKossa

染色で 遠位尿細管や 集合管腔にCaの 沈着が みられ

(第2ユ図)30日 後 のものでは集合管内に脂肪の沈着の

みられるものがある(第22図)

生化学的定量法

昇禾腎,阻 血腎及び実験的水腎症における組織化学

的検討 と共に,こ れ等の障害腎に就てGlycogenと

Phosphorylaseの 生化学的定量法を行つた.Glyco-

genはDuboisの 方法によつたが,Phosphorylase

は組織化学の部で述べた 様に,GIPを 基質とするも

のでinvivoに おけるGlycogen合 成系の証明とい

うことは困難である.

Glycogenは 第3表 ～5表 に示す様に,正 常腎では

皮質髄質共にほぼ300mg/d1を 示 した.昇 禾腎では注

射後1日 ～3日 間はむしろ増加の傾きがあり,1週 間

以後にはやや減少している(第3表)

第3表 昇禾腎に於けるGlycogen量

、2,10`)
皮髄例

400 冒
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一 ω
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1ま)

1(∠)一

ω

【 「2)
團

200
一

ノ00 ,

%
正常!日2日3日5日6日3日!0日 κ日

これを阻血腎についてみると,ユ 時間～2時 間阻血

直後ではGlycogen量 に変化がなく,24時 間乃至5日

後では皮質髄質共にやや増加がある.8日 乃盃21日 後

では1例 を除いて正常に近 くなっている.し かし全般

的に阻血に よるGlycogen量 の 変化はまつないと言

つてよい(第4表)水 腎症に於ても常に進行する皮

質及び髄質の萎縮であるにも拘 らず,一 定容積の組織

中のGlycogen量 はやや 低値な ものもあるといる程

度で,薯 明な変化を認めなかつた(第5表)

Phosphorylase7羽 の正常家兎腎の皮質及び髄質

の平均値は夫々25γ/9及 び58γ/9で あつた.武 内等

によると皮髄を共にしたと思われる値42 ,8単 位 であ
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第7表 阻血腎に於けるPhosphorylase
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伯
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1
正 常!日2日3日4日5B6日7日9日!4日2A

って,心 筋や骨賂筋の値に比べると極めて低い値であ

る.

昇禾腎では2日,3日 及び5日 後では 明かに 減少

し,1週 間前後よりほぼ正常値にもどる(第6爽)

阻血腎では1時 間乃至2時 間阻血直後1では変化な

く,対 側腎ではやや増加している.阻 血後1日 ～5日

では明かに減少し,5日 ～6日 頃からほぼ正常値に復

する(第7表)

水腎症においては9日 後の1例 を除いて5日 以後,

時 と共に減少している(第8表)

第8蓑 水 腎症 に於 け るPhosphorylase
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ま と め

al-ph,ac-ph,武 内 のPhosphorylase,β 一G,

及 びSDH等 の 腎に於け る組織化学 については

既に多 くの研究 があ り,各 動物 に於 ける若干 の

相違や,局 所解剖 に よる記載 の不一致,或 いは

細胞化学的 に尚充分 でない点等が あるが,正 常

腎に於け る組織化学 的分布 につ いては億ぽ一定
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した結果 が得 られる様 になつた.先 に掲 げた表

1はWachstein19)の 成 績表 と僅かな点を除い

て大体一致 している し,そ の下 欄に掲 げた他 の

酵素 の分布 も外 の研究者 の成績 と大体一致 して

い る.一 方疾病 や実験 的障害腎に於け る酵素の

態 度 も盛 に研 究 されて,そ の消長に関す るデー

ター もかな り整つて来 た.し か しその生理的意

義 や病態生理 については尚多 くの疑 問を残 して

い る.

a1-ph:al-phの 腎 に於 ける 組織化学的研究

は随分古 くカ ら盛に行われて いて,我 国に於て

も有 薗20)が飢 餓 時におけ るこの酵素の態度や 自

律 中枢刺 戟 に よる 変化等につい て しらべ,小

沢21)は 泌尿器科領域 に於 ける疾病時 の この酵 素

の消長 と共 にラッ トを用 いて実験的障害腎 に於

ける消長 を も見 てい る.そ れに よるとac-ph

はa1-phよ りお くれ て不活性化 され,反 応の

低下は腎実質に均等であ るといい,阿 曽22)も ラ

ッ トを用いてnonspecificesteraseの 阻 血及

び水腎症に於け る消長をみ てお り,ボ ー マン嚢

と一 部の尿 細管に反つて活性の増 加 した部分 を

見てい る.又1時 間半 阻血 と2時 聞半阻 血に よ

つてその染 色の程 度及 び配 置にはつ きり差が認

め られ る ことよりKoletsky23)の2時 間を越

え る阻血 では,腎 組 織が 不可逆性の 変化 を 起

し,最 早役 に立 たな くな るとい う考 えを組織化

学的 に証 明 した.私 の阻血実験 では2時 間以上

の阻血 を行 わ ず変性 と再生 を観察 したが,家 兎

の昇蒙腎,阻 血腎 及 び 水腎 につ いてのal-ph

の所 見は ラッ トのそれ とほぼ軌 を一 にす るもの

である.阻 血腎 と昇禾腎 が組織学的 及び組織化

学的 に極 めて類似 の変化 を示 す ことは前 に述べ

たが,毒 物 の量 と阻血 時間を適 当にす ると,重

い腎障害 を惹起 した後 恢復 す る過程 が よ く観察

され る.個 体差 の外 に同一組織 に於 て もかな り

幅 の広 い変化 が見 られ壊死 に陥 つて活性 の消失

を示 す部分 と代償性 の肥大 と考 え られ る程,毒

物又 は阻血 の影響 を受けない部分が ある.又 障

害 を受けた尿細管 上皮 もかな り早 く時には3日

目頃 か ら活性 の恢復 を来たす ものが ある.

腎phの 意 義 につい ては多 くの説が あり機能

的 な重要性 を認めない とい う者 もあ るが,一 般

にはAderlylpyro-phosphateと して貯蔵 され た
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エ ネルギ ーか ら燐酸が離断 して これ が91ucose

の エ ステル化を進め糖吸収 に与つ ている と考 え

られ てい る.従 つ てJohnson24)は 組 織化学的

に 両極性 の 分布 に 意義を認め ようと したが,

Gomori法 でbumdlumenと 云 われ る程 の刷

子 縁への局 在 性 は 疑 問 を 持 た れ て い る.

Barter2s)はa1-phの 細 胞内で の滲透につい て

述 べてい るが,細 胞内に於け る局在 につい ては

その後電子顕 微鏡に よる研究の成果が あがつ て

い る.

ac-ph=一 方ac-phは 腎 の組 織化学に 於 て

a1-phと ほ ぼ同様 の態度 を 示す とす るものが多

いが,前 立腺 に於 ては去勢に よつ てaLphの 低

下 とac-phの 活性 の上昇 をみ るし,腎 に於 て も

小 沢はac-phは 阻 血に よつてa1-phに お くれ

て活性 の低下を示す と述べ てい る.Wilmer26)

は腎 動脈 の部分的狭窄 を行 つた場合 活性 は軽 い

減少 を示 す とし,Mignone&Fiaccadori27}は

阻 血家兎腎 のac-phの 不 活性化 を 記載 してい

る.Goebe1等28)はa1-phと5-Nucleotidase

は殆 んど腎動脈 の結紮後2時 間以内 に ラッ ト腎

で完全に不活性化 され る とし,大 島2,)も1側 腎

不完全乏血に よる高」血圧 の実験 においてa1-ph

とac-phの 組 織化学 を見 て い る が,Wach-

stein19)等 の成 績 と共 に それ程早い完全 な活性

の消失は認めていない 阻血 と腎毒 の影響を比

較す ると阻血 におけ る場合比較的緩徐 な変性が

来,、 腎毒 ではDL-Serine等 の場 合で もより急

速 に壊 死性 変化 が来 る様 で,核 の消失 も早い.

原 形質の変化 はcoagulationnecrosisと 言 わ

れ るものであ る.尚 水腎症 におけ るphの 消長

に関 してはWilmer30)の 研 究 があ る.

Phosphorylase:Leloir3D等 に よ る と

GlycogenはGIPか らUDPGを 経 てUDPG-

Glycogen-transglucosylaseに よつて合成 され

るがTakeuchi32)は 尚phosphorylaseに よ る

合成 もinvitroで は存在す る と考 えている様

で あ る.生 体 内 でGIPか らAmylo-phos-

phorylaseとbranchingenzymeに よ る

Glycogen合 成 が行 われ るか どうかは別 として

武 内 ・栗 秋の方 法に よる組織化学 的及び生化学

的研究 は広 く行われて来 た.家 兎では集合管上

皮にのみ陽性で比較的大 きい血管 に も僅 かに反

応 す ることがあ る.こ れは定量成 績に於 て も現

われ てい るが,昇 禾腎,阻 血腎 に於 け る消長 は

定量的 には減少 と恢復 が認め られ たが,組 織化

学的 には著 明な ものではない しか し水 腎症 に

於 ては 組織化学 的に も 著明 な 低下が 証 明 され

た.武 内に よると腎に於け るUDPG-Glycogen-

transglucosylaseは 遠 位直尿細管 上皮 に 弱い

反応が見 られ,細 胞 の遊離 縁に認め られ るとい

うか ら局在はやや,phosphorylaseと 異 る.こ

のGlycogen合 成 酵素 に関す る定量実験 は肝及

び筋や 脳 に於 て 行われ てい るが,腎 に 於 て も

Znの 髄質 におけ る取 り込み等 と関聯 して今 後

研究 すべ き課 題で ある.

βG:腎 に於け る この酵 素 の 組 織 化 学 は

Campbe1133).Seligman34》 及 びWachstein3s)

等 に より行 われてい る.Seligmanは ラ ッ トで

髄質 の腎柱が深青 色に染 ま り,尿 細 管上皮 の細

胞質が強陽性 で非常 に小 さい色素穎 粒が核 のま

わ りで殊 に基底部 の方 に集つ ていて,糸 球体 は

陰性 であ るとしてい る.Wachsteinも 同様 に

6-bromo-2-naphthylglucuronideを 基 質 とし

て反応 を行 つてい るが,兎 と人 では近位 尿細管

及 びヘン レー系 蹄上行脚 の β一Gの 分布 は ラッ

トに比 しそれ程著 明で ない としてい る.こ の点

は8-hydroxyquinolyl-91ucuronideを 用 いた

園田36)の 人 に於 け る成 績や我 々の兎 の成績 では

やや異 り強い陽性 を示 す 最近 では固定未固定

に よる染色 の差 や37).高 調 のgumsucroseに

よ る固定38》或はNaphtholASBI-glucuronide

を 基 質39)と す るな ど益 々精細 な観察 が行われ て

い る.

Fishman等4ω は β一Gが 癌組 織に増 加 してい

ることを述べ てお り,我 国で も鮫 島41),東4R).

園 田36)等 の 同様 の成 績が ある.又3-hydroxy-

Kynurenineを マ ウスの膀胱内 に注 入す ると発

癌 作用を示 し,こ れ等 の物質がTryptophan

代 謝過 程で β一Gに よ り遊離 され る点や,多 糖

類の代謝,或 いは又 ホルモ ソとの関係等 にっい

て泌尿器科領域 に於 いて重要 な酵素 であ る.

SDH:こ の酵 素が 基質 に対 して 特異的 であ

る ことや,Coenzymeの 干 渉な しにcytoch_
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romesystemに 作 用す る点では 数少い脱水素

酵素 のiつ で,Glucoseの 再 吸収等高エ ネルギ

ーを必要 とす る腎に於 て最 もよ く染つて来 るこ

とは当然 であ る.従 つ て組織化学的に も多 くの

研究 が行 われて来たが,Walker等 は 非常に薄

い切片 を作 つてSI)Hを 染 め,Mitochondria染

色 との比較に よ り尿細管 の細胞基底部或 は核 の

周囲 にSDHの 局 在 している ことを示 した.腎

にお ける分廊 については数種の聴乳動物につ払

てPadykula43》 の 記載淋 あ り,WachsteiR44》

は ラッ トの水腎症 におけ る成績を述 べてい る.

前 川等45)の 犬 におけ る成績では阻血 腎におけ る

SDHの 活 性低下 は 冷却に よつ て 殊にヘ ソレー

系蹄上行騨 に於 て軽 度 とな り,全 体 の活性 の恢

復 も早bと 述 べてい る。 阿曽 はWachstein

に 反 して ラッ トの糸球体 に も活性が認 め られ る

とし,殊 に腎茎部血管 の結紮や実験的水腎 で活

性の増 強を認 めている.家 兎 では人 と同様,糸

球 体は陰 性で障害腎に於け る変化 も人 の阻血腎

や前jli等 の犬 におけ る成績及 びWachsteinの

ラ ヅ トに.於け るもの と嫁ぽ隅様であ る.SDH

が 通 常の組織学的所見 に先行 して低下 を添す こ

とは多 くの人 に認 め られ ていて興味 深い.

な す び

家兎を用 いて所 謂昇乗腎,阻 血腎及 び水腎症

等を惹 起せ しめ,そ の経過 をal-ph,ac-ph,

phosphorylase,SDH,及 び β一G等 の組織化学

的染 色に よつて検討 した.又 これ等の障害 腎に

ついてGiycogenとPhosphoryiaseの 皮 質及

び髄質 におけ る定量 を行 つた.

NephrORの 条 部におけ る 酵素 分霧 を 知 るこ

とによつて,そ の部の作用 を究 め,そ の機 能の

消長 を詳細 に知 ろ うとす る試みは熱心に続 け ら

れ ている.昇 禾中毒や阻血性変化に よつて変性

壊死に陥つ た尿紹管 上皮が再生す る過程を各酵

素活性 の消長 で検討 した.水 腎症 紅於いては痘

接的 な腎各部の荒廃 を追求す る ことになつ たが

30臼 後 の もので も或程度 の酵素活性 はよ く残存

していた.

(終 りに御校閲を購つた愚師上月実数授に深謝いた

します 又実験を握当御協力下さつた教室員各位に感

謝します、尚この論文の要鷺は第35回 近畿集談会に於

て特別講演した.)
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■ダイシノンは(1尾 細血管の強化 蓉よび収縮作 用(2)血小

板の増加および桟能の充進作用な ど 生理的な止血作

用により出血時間を著 しく短縮 する
8ダ イシノンは 他 の多 くの止血剤 と異な り血 液の凝固

性 をたかめることがないので安全`二投与がで きる

《適応症》
止血剤として次の各科領城において使用する
内科:外 科:耳 鼻咽喉科:産 婦人科:泌 尿器科:歯 科

《包 装》 250mg2ロ 駐墓 5管 ・30管

す でにご使用いただいてお ります合成止血剤ナフチォニ
ンの作用機序は ダイシノンと'は全 く異な ります 両者
の併用は一層の止血効果が期待 されます
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